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平成30年度　工学部授業日程
学
期 授業関係等 日　　　　　　　　程 開講数 備　　　　考

前

　学

　期

授　　　業 　４月１１日（水）～　７月３０日（月） １５回 ５月２日（水）は，月曜日の
授業を実施する。

補講・試験 　７月３１日（火）～　８月　８日（水）

【注意してください】
工学部オープンキャンパス（８
月３日（金）及び８月４日（土））
実施に伴い，オープンキャン
パス設営日である８月２日
（木）及び実施日である８月３
日（金）の工学部専門科目は
休講とし，８月７日（火）に
８月２日（木）の補講・試験，
８月８日（水）に８月３日（金）
の補講・試験を実施する。

（夏季休業） 　８月　９日（木）～　９月３０日（日）

後

　学

　期

授　　　業 １０月　３日（水）～１２月２５日（火）
11回
又は
12回

11 月 21 日（水）は，月曜日
の授業，11月 22日（木）は，
金曜日の授業を実施する。

（冬季休業） １２月２６日（水）～　１月　６日（日）

授　　　業 　１月　７日（月）～　２月　１日（金）
３回
又は
４回

１月15日（火）は，月曜日の
授業を実施する。

補講・試験 　２月　４日（月）～　２月　８日（金）

（注）
○入学式：４月５日（木）
○開学記念日：10月１日（月）
○大学祭（予定）：10月６日（土）・７日（日）
○学位記授与式：３月26日（火）
○平成31年度大学入試センター試験（１月19・20日）のため，１月18日（金）は休講とする。

　　授業時間帯
１限 　８：４５　～　１０：1５
２限 １０：３０　～　１２：００
３限 １３：００　～　１４：３０
４限 １４：４５　～　１６：１５
５限 １６：３０　～　１８：００
６限 １８：１０　～　１９：４０
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１．沿 　 革 　 一 　 覧

２ ． コ ー ス 及 び 教 育 ・ 研 究 分 野
コ　ー　ス 教育・研究分野 平成30年度

入学定員

電気電子工学コース

電力システム工学，エネルギー変換工学，知能ロボット工学，波動通
信工学，通信システム工学，システム制御工学，計測システム工学，
極微電子工学，電子デバイス工学，基礎物性工学，先進電力システム
工学

365 名

知能情報工学コース システム工学，医用情報計測学，シミュレーション工学，生体情報処
理，情報通信ネットワーク，人工知能，量子情報

機 械 工 学 コ ー ス 固体力学，強度設計工学，機能材料加工学，熱工学，流体工学，知能
機械学，制御システム工学，機械情報計測，応用機械情報

生 命 工 学 コ ー ス

遺伝情報工学，タンパク質システム工学，生物化学，生命電子電気工
学，脳・神経システム工学，生体システム医工学，生物反応工学，生
体機能性分子工学，生体情報薬理学，プロセスシステム工学，生体材
料プロセス工学

応 用 化 学 コ ー ス
触媒・エネルギー材料工学，環境機能分子化学，精密無機合成化学，
計算物理化学，生体物質化学，環境分析化学，コロイド界面化学，有
機合成化学，環境保全化学，環境保全化学工学，生体材料設計工学
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３．学位授与方針及び教育課程編成方針

【工学部（工学科）の教育研究上の目的】
　工学部では，広く深い教養と専門的知識の修得はもとより，それらを諸課題に応用できる独創性教育，
地球や人間に優しい環境教育，国際社会に対応できる語学や情報教育を重視し，豊かな人間性をもった優
秀な技術者や研究者を育成すること，また，地域との連携を推進し，各産業分野の開発研究及び技術力の
向上に貢献することを目的とする。

【工学部（工学科）のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）】
　工学部では，幅広い教養と深い専門的知識を修得し，卒業研究等を通じて諸課題に応用できる問題解決
力や豊かな創造力とコミュニケーション能力を持ち，自然と共生しながら地域社会や国際社会の持続的発
展に貢献できる，倫理観・責任感を身に付けた者に学士（工学）の学位を授与する。

【学修成果の到達目標】
幅広い知識
【学修成果】

　自然科学，人文科学，社会科学，芸術文化に関する幅広い教養を持ち，物事を多面的に理解し，技
術者や研究者として社会に貢献できる能力を身に付けている。

【到達指標】
　自然科学，人文科学，社会科学，芸術文化に関する幅広い教養教育科目を修得していること。

専門的学識
【学修成果】

　数学，物理，化学等の自然科学の知見を利用し，工学に関する知識を諸課題に応用することができ
る学識を身に付けている。

【到達指標】
　基礎から応用までの専門教育科目を体系的に履修し，幅広い専門知識を十分に修得していること。

問題発見・解決力
【学修成果】

　自ら課題を発見し，課題に関する情報を収集・分析するとともに，創造力や専門的学識を駆使して
計画的に課題の解決に取り組むことができ，社会に役立つ創造的な製品や技術を創り出すことができ
る。

【到達指標】
　問題発見・解決力や創造力を育成できる，ものづくり教育に関する実習科目や実験系科目を修得し
ていること。また，卒業論文を修得していること。

社会貢献力
【学修成果】

　技術者や研究者として，倫理観や使命感を持って自ら行動することができ，地域社会や国際社会に
貢献できる幅広い知識や深い工学的専門知識とその応用力を身に付けている。また，地域産業を理解
するとともに，新たな地域産業を創出できる創造力等の能力を身に付けている。
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【到達指標】
　「地域課題解決型人材育成プログラム」及び，国際社会に通用する工学倫理・知的財産に関連する
科目を修得していること。

コミュニケーション能力
【学修成果】

　技術者や研究者として必要な情報を収集して，分かり易く整理し，発表や報告し討論できる能力を
備えている。また，多様な文化・社会を有する人々とコミュニケーションを取りながら，協働する能
力を身に付けている。

【到達指標】
　必要な情報を収集し発信できる多様なコミュニケーション能力等を修得していること。実習や演習
のレポート作成，卒業論文の作成，卒業論文発表において十分な評価を得ること。

【工学部（工学科）のカリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）】
教育課程編成方針

　工学部では，卒業認定・学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる５つの能力を学修するため，
教養教育科目，専門教育科目の学修を体系的に編成する。

教育課程実施方針
・１年次においては，教養教育科目及び専門的な共通基礎科目を基盤とした学修を実施する。また，大

学教育にスムーズに入れるよう，初年次導入教育や共通専門科目の学修も実施する。
・２年次から３年次においては，コース基礎科目等を中心とした学修から，次第に高度なコース専門科

目を中心とした学修に移行する。
・４年次においては，１年次から３年次までに修得した基礎的能力を基に，自主性，創造性及びプレゼ

ンテーション能力を身に付け，広い教養と深い専門的知識を諸課題に応用できるよう，卒業研究指導
を実施する。

【学修内容，学修方法及び学修成果の評価方法】
幅広い知識
【学修内容】

　自然科学，人文科学，社会科学，芸術文化に関する幅広い教養を身に付けさせる。
【学修方法】

　１年次，２年次を中心に，教養教育科目及び共通基礎科目と共通専門科目を学修させる。
　また，初年次において大学教育にスムーズに入れるよう，初年次導入教育を行う。

【学修成果の評価方法】
　科目の特性に応じて，試験，レポート及び成果物等により，幅広い知識の修得度を客観的に評価する。

専門的学識
【学修内容】

　数学，物理，化学等の自然科学を理解したうえで，工学に関する知識を身に付けさせる。
【学修方法】

　基礎的な学問を理解し，応用力や独創性を発揮することができるように，各専門分野の共通基礎科
目やその発展的なコース基礎科目・コース専門科目を体系的に学修させ，講義，演習，実験・実習等
を通じて論理的思考力，応用力を育てる。
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【学修成果の評価方法】
　科目の特性に応じて，試験，レポート及び成果物等により，専門的学識の修得度を客観的に評価する。

問題発見・解決力
【学修内容】

　自ら課題を発見し，課題に関する情報を収集・分析するとともに，創造力や専門的学識を駆使して
計画的に課題の解決に取り組むことができる能力を身に付けさせる。

【学修方法】
　ものづくり教育を重視した実習科目，実験科目及び卒業論文等を履修させることにより，問題発見・
解決力，実践的技術者としての職業観，勤労観を育む教育機会を提供する。
主体的な学びの力を高めるため，アクティブラーニングを取り入れた教育方法を実施する。

【学修成果の評価方法】
　科目の特性に応じて，試験，レポート及び成果物により，修得した問題発見・解決力を客観的に評
価する。

社会貢献力
【学修内容】

　技術者や研究者として，倫理観や使命感を持って地域社会や国際社会に貢献できる幅広い知識や深
い工学的専門知識を修得させる。

【学修方法】
　倫理観や使命感を持って自ら行動し，地域と国際社会に貢献できる能力を身に付けるよう工学倫理
に関する科目を学修させる。また，地域産業についての講演会やインターンシップ等を実施する。さ
らに，COC ＋で求める地域志向科目等を履修させる。

【学修成果の評価方法】
　科目の特性に応じて，試験，レポート及び成果物等により，修得した社会貢献力の達成度を客観的
に評価する。

コミュニケーション能力
【学修内容】

　自主性，創造性及びプレゼンテーション能力を身に付け，深い専門的知識を諸課題に応用できるよ
うに，情報を収集，分析，整理し，分かり易く発表できる能力を身に付けさせる。

【学修方法】
　卒業研究，輪読において必要な情報の収集，研究会におけるプレゼンテーション，ディスカッショ
ン等によりコミュニケーション能力を修得させる。また，英語コミュニケーション能力を向上させる
ために e-learning 等を活用した学修を実施する。

【学修成果の評価方法】
　科目の特性に応じて，試験（外部の検定試験を含む），レポート及び卒業研究発表等により，修得
したコミュニケーション能力を客観的に評価する。
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４．富 山 大 学 工 学 部 規 則

（趣旨）
第１条　この規則は，国立大学法人富山大学学則（以下「学則」という。）第５条第２項の規定に基づき，

富山大学工学部（以下「本学部」という。）の教育研究上の目的，授業科目，履修，試験，卒業，科目
等履修生等に関する事項を定める。

（教育研究上の目的）
第１条の２　本学部は，広く深い教養と専門的知識の修得はもとより，それらを諸課題に応用できる独創

性教育，地球や人間に優しい環境教育，国際社会に対応できる語学や情報教育を重視し，豊かな人間性
をもった優秀な技術者や研究者を育成すること，また，地域との連携を推進し，各産業分野の開発研究
及び技術力の向上に貢献することを目的とする。

（学科）
第２条　本学部に工学科を置く。
２　前項に規定する学科に次のコースを置く。
　　電気電子工学コース
　　知能情報工学コース
　　機械工学コース
　　生命工学コース
　　応用化学コース

（授業科目及び単位数，卒業に必要な修得単位数）
第３条　本学部の教育課程は，専門教育科目（本学部が開設する授業科目をいう。以下同じ。）及び教養

教育科目（富山大学教養教育履修規則第５条第２項に規定する教養教育の授業科目をいう。以下同じ。）
により編成する。

第４条　卒業に必要な修得単位数は，別表Ⅰのとおりとする。

（履修方法及び履修期間）
第５条　専門教育科目の履修については，別表Ⅱのとおりとする。

第６条　教養教育科目及びその単位数，修得単位数その他履修に関することは，富山大学教養教育履修規
則の定めるところによる。

第７条　履修期間は４年とし，これを８学期に分ける。

平成17年10月１日制定
平成19年４月１日改正
平成20年４月１日改正
平成22年４月１日改正
平成22年６月16日改正
平成24年４月１日改正
平成25年４月１日改正
平成26年４月１日改正
平成27年４月１日改正
平成28年３月４日改正
平成29年２月８日改正
平成30年４月１日改正
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（単位計算方法）
第８条　専門教育科目の１単位当たりの授業時間は，次の基準による。

⑴　講義は，15 時間の授業をもって１単位とする。
⑵　演習は，15 時間の授業をもって１単位とする。ただし，科目によっては，30 時間の授業をもって

１単位とする。
⑶　実験，実習等は 30 時間の授業をもって１単位とする。ただし，科目によっては，45 時間の授業をもっ

て１単位とする。

（履修届等）
第９条　学生は，履修しようとする専門教育科目について，あらかじめ届け出をしなければならない。

第 10 条　本学部学生が他学部の授業科目を履修しようとするときは，あらかじめ所定の手続きにより学
部長を経て当該他学部長の許可を受けなければならない。

第 11 条　他学部学生が所属学部長を経て専門教育科目の履修を願い出たときは，学部長はこれを許可す
ることができる。

（試験及び成績評価）
第 12 条　試験は，毎学期末に行う。ただし，必要がある場合は，学期末以外の時期に行うことがある。
２　専門教育科目の成績は，試験その他の成績により担当教員が判定する。
３　専門教育科目の成績は，秀，優，良，可及び不可の評語をもって表し，秀，優，良及び可を合格とす

る。ただし，工学部が必要と認める場合は，認，合格及び不合格の評語を用いることができる。
４　成績の標語は，100 点を満点として，次のとおりとする。

秀　 90 点以上
優　 80 点以上 90 点未満
良 　70 点以上 80 点未満
可 　60 点以上 70 点未満
不可 60 点未満

（卒業論文）
第 13 条　学生は，所定の期日までに卒業論文を担当教員に提出しなければならない。

第 14 条　卒業論文試験は，提出論文の審査及び口頭試問により行う。

（教育課程の修了認定）
第 15 条　教育課程の修了は，教授会の意見を聴いて学部長が認定する。

（転学部）
第 16 条　転学部を願い出た者があるときは，教授会の意見を付して，学長に転学部の願出書を提出する。
２　転学部を許可する時期は，原則として２学年の始めとする。
３　転学部を許可された者は，許可された学部に３年以上在学することを原則とする。

（再入学，編入学及び転入学）
第 17 条　再入学，編入学及び転入学（以下「再入学等」という。）を願い出た者があるときは，教授会の

意見を付して，学長に再入学等の願出書を提出する。
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２　再入学を許可する時期は，学期の始めとする。
３　編入学を許可する時期は，原則として３学年の始めとする。
４　転入学を許可する時期は，相当年次の始めとする。
５　再入学等を許可された者の在学年数は，教授会の定めるところによる。

第 18 条　再入学等を希望する者は，出願に際し次の各号に掲げる書類を提出しなければならない。
(1)　願書
(2)　所属学部長等の受験承認書又は在籍する大学等の受験許可書
(3)　所属学部，在籍する大学等又は離籍した大学等における成績調書

（転コース）
第 19 条　学部長は，他のコースに転ずること（以下「転コース」という。）を願い出た者があるときは，

教授会の意見を聴いて，許可することができる。
２　転コースに関する事項は，別に定める。

（教員免許状）
第 20 条　教員免許状授与の所要資格を取得する者は，その授与を受けようとする免許状の種類に従い，

別に定める所定の授業科目の単位を取得しなければならない。

（研究生）
第 21 条　研究生として入学を志願する者は，出願に際し次の各号に掲げる書類を提出しなければならな

い。
⑴　入学願書
⑵　履歴書
⑶　最終出身学校の卒業又は修了証明書
⑷　職業を有する者は，所属長の承諾書

（科目等履修生）
第 22 条　科目等履修生として入学を志願する者の提出書類については，前条の規定を準用する。

（雑則）
第 23 条　この規則に定めるもののほか，必要な事項は教授会の意見を聴いて学部長が定める。

附　則
１　この規則は，平成 17 年 10 月１日から施行する。
２　学則附則第５項の規定により，国立大学法人富山大学成立の際現に旧富山大学工学部に在学する者は，

本学部を卒業するため必要であった教育課程の履修を本学部において行うものとし，旧富山大学工学部
規則等を適用する。

附　則
１　この規則は，平成 19 年４月１日から施行する。
２　平成 18 年度以前の入学者は，なお従前の例による。
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附　則
１　この規則は，平成 20 年４月１日から施行する。
２　平成 19 年度以前の入学者は，なお従前の例による。

附　則
１　この規則は，平成 22 年４月１日から施行する。
２　平成 21 年度以前の入学者は，なお従前の例による。

附　則
この規則は，平成 22 年６月 16 日から施行する。

附　則
１　この規則は，平成 24 年４月１日から施行する。
２　平成 23 年度以前の入学者は，なお従前の例による。

附　則
１　この規則は，平成 25 年４月１日から施行する。
２　平成 24 年度以前の入学者は，なお従前の例による。

附　則
１　この規則は，平成 26 年４月１日から施行する。
２　平成 25 年度以前の入学者は，なお従前の例による。

附　則
１　この規則は，平成 27 年４月１日から施行する。
２　平成 26 年度以前の入学者は，なお従前の例による。

附　則
１　この規則は，平成 28 年４月１日から施行する。
２　平成 27 年度以前の入学者は，なお従前の例による。

附　則
１　この規則は，平成 29 年４月１日から施行する。
２　平成 28 年度以前の入学者は，なお従前の例による。

附　則
１　この規則は，平成 30 年４月１日から施行する。
２　平成 29 年度以前の入学者は，なお従前の例による。
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別表Ⅰ（第４条関係）

卒業に必要な修得単位数

　　　　　　　　　コース
区分　　　　　　　　　

電気電子工学
コース

知能情報工学
コース

機械工学
コース

生命工学
コース

応用化学
コース

教 養 教 育 科 目 か ら
修 得 す る 単 位 数 23 単位以上

専 門 教 育 科 目 か ら
修 得 す る 単 位 数

（共通基礎科目，共通専門
科目及びコース基礎科目
の計 16 単位以上を含む）

91 単位以上

自 由 選 択 科 目 10 単位以内

合 　 　 　 　 　 計 124 単位以上

備考　１　単位の修得方法については，別表Ⅱで示す。
２　自由選択科目には，教養教育科目，他コースのコース基礎科目及びコース専門科目並びに他学

部の専門科目・専門教育科目を含むことができる。
　　ただし，教員免許状取得のための他学部の専門科目・専門教育科目は自由選択科目に含めない。
３　教養教育科目及び専門教育科目の修得単位数合計が卒業に必要な 124 単位に満たない場合は，

自由選択科目のうち，10 単位を限度として卒業に必要な修得単位数 124 単位に含めることができ
る。
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専門教育科目名

開
設
単
位
数

単位数
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

自
由
科
目

卒業要件 要件外

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

創造ものづくり／電気電子 1 1
工学倫理／電気電子 1 1
電気エネルギー工学１ 2 2
電気エネルギー工学２ 2 2
送配電工学１ 2 2
送配電工学２ 2 2
高電圧プラズマ工学 2 2
電気機器工学１ 2 2
電気機器工学２ 2 2
パワーエレクトロニクス 2 2
電気電子設計 2 2
法規及び管理 1 1
電磁波工学 2 2
音響工学 2 2
通信方式 2 2
通信システム 2 2
電波・電気通信法規 1 1
信号処理工学 2 2
電気電子計測工学 2 2
センサ工学 2 2
システム制御工学１ 2 2
システム制御工学２ 2 2
電子物性工学Ⅰ 2 2
電子物性工学Ⅱ 2 2
半導体デバイス１ 2 2
半導体デバイス２ 2 2
半導体デバイス演習 1 1
集積回路工学 2 2
光工学 2 2
安全・開発管理工学 2 2
自由課題製作実験 1 1
電気電子実験１ 4 4
電気電子実験２ 4 4
電気電子工学特論
卒業論文 10 10

別表Ⅱ（第５条関係）

　電気電子工学コース

専門教育科目名

開
設
単
位
数

単位数
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

自
由
科
目

卒業要件 要件外

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ（Ａ） 2

 4
線形代数Ⅰ（Ｂ） 2
基礎物理学（Ａ） 2
基礎化学（Ｃ） 2
基礎生物学（Ａ） 2
実践英語コミュニケーション 2  2工業英語 2
データサイエンスⅠ 2 ※　
データサイエンスⅡ 2 ※ 2
知的財産 1 1

共
通
専
門
科
目

創造工学特別実習１ 1 1
創造工学特別実習２ 1 1
創造工学特別実習３ 1 1
創造工学特別研究 1 1
社会中核人材育成学 2 2
リーダー育成実践学１ 1 1
リーダー育成実践学２ 1 1
リーダー育成実践学３ 1 1
インターンシップＡ 1 1
インターンシップＢ 2 2
工学概論／電気電子 2 2
工学概論／情報 2 2
工学概論／機械 2 2
工学概論／化学・生物 2 2
職業指導 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

創造工学入門ゼミナール／電気電子 2 2
プログラミング基礎／電気電子 2 ※　
プログラミング応用Ａ 2 ※　
微分積分Ⅱ 2 2
電気数学１ 2 2
電気数学２ 2 2
電気数学３ 2 2
計算機工学 2 2
熱・波動 2 2
量子力学 2 2
電磁気学１ 2 2
電磁気学演習１ 1 1
電磁気学２ 2 2
電磁気学演習２ 1 1
電気回路基礎 2 2
電気回路１ 2 2
電気回路演習１ 1 1
電気回路２ 2 2
電気回路演習２ 1 1
アナログ電子回路１ 2 2
アナログ電子回路２ 2 2
ディジタル電子回路 2 2
電子回路演習 1 1

備考 
　１　電気電子工学特論の単位数は必要に応じて定める。 
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。 
　（１）教養教育科目 
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位以上 
　（２）専門教育科目 
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上 
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。 
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない。 
　　　・電気電子工学特論「数学入門」，「物理」，「化学」，「英語 e-learning」 
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」） 

�
︱
︱
�
︱
︱
��
�
�
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専門教育科目名

開
設
単
位
数

単位数
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

自
由
科
目

卒業要件 要件外

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

創造ものづくり／知能情報 2 2
工学倫理／知能情報 1 1
情報倫理 2 2
計算機アーキテクチャ 2 2
ソフトウェア工学 2 2
データベース論 2 2
情報理論 2 2
アルゴリズムとデータ構造 2 2
オブジェクト指向 2 2
知的システム 2 2
情報ネットワーク 2 2
情報セキュリティ 2 2
マルチメディア工学 2 2
回路理論 2 2
論理情報回路 2 2
電子回路Ⅰ 2 2
電子回路Ⅱ 2 2
数値解析 2 2
デジタル信号処理 2 2
音情報学 2 2
画像処理工学 2 2
組込みシステム 2 2
通信システム 2 2
人工知能 2 2
生体情報処理 2 2
ヒューマンコンピュータインタ
ラクション 2 2

自然言語処理 2 2
パターン認識 2 2
ロボット工学 2 2
機械学習 2 2
ブレインコンピューティング 2 2
知能情報工学実験Ａ 2 2
知能情報工学実験Ｂ 2 2
知能情報工学実験Ｃ 2 2
知能情報工学研修第１ 1 1
知能情報工学研修第２ 1 1
プログラミング実習Ａ 2 2
プログラミング実習Ｂ 2 2
知能情報工学特論
卒業論文 10 10

専門教育科目名

開
設
単
位
数

単位数
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

自
由
科
目

卒業要件 要件外

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ（Ａ） 2

 4
線形代数Ⅰ（Ａ） 2
基礎物理学（Ａ） 2
基礎化学（Ｃ） 2
基礎生物学（Ａ） 2
実践英語コミュニケーション 2  2工業英語 2
データサイエンスⅠ 2 ※　
データサイエンスⅡ 2 ※ 2
知的財産 1 1

共
通
専
門
科
目

創造工学特別実習１ 1 1
創造工学特別実習２ 1 1
創造工学特別実習３ 1 1
創造工学特別研究 1 1
社会中核人材育成学 2 2
リーダー育成実践学１ 1 1
リーダー育成実践学２ 1 1
リーダー育成実践学３ 1 1
インターンシップＡ 1 1
インターンシップＢ 2 2
工学概論／電気電子 2 2
工学概論／情報 2 2
工学概論／機械 2 2
工学概論／化学・生物 2 2
職業指導 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

創造工学入門ゼミナール／知能情報 2 2
プログラミング基礎／知能情報 2 ※　
プログラミング応用Ｂ 2 ※　
微分積分Ⅱ 2 2
線形代数Ⅱ 2 2
線形代数演習 2 2
離散数学 2 2
フーリエ解析 2 2

備考
　１　知能情報工学特論の単位数は必要に応じて定める。 
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。 
　（１）教養教育科目 
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位以上 
　（２）専門教育科目 
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上 
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。 
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない。 
　　　・知能情報工学特論「数学入門」，「物理」，「化学」，「英語 e-learning」 
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」） 

　知能情報工学コース
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備考
　１　機械工学特論の単位数は必要に応じて定める。  
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。  
　（１）教養教育科目  
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位以上  
　（２）専門教育科目  
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上  
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。  
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない。  
　　　・機械工学特論「数学入門」，「物理」，「化学」，「英語 e-learning」  
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」） 

専門教育科目名

開
設
単
位
数

単位数
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

自
由
科
目

卒業要件 要件外

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

創造ものづくり／機械 2 2
工学倫理／機械 1 1
材料力学第１ 2 2
材料力学第２ 2 2
構造力学 2 2
強度設計工学 2 2
要素設計学第１ 2 2
要素設計学第２ 2 2
材料力学演習 1 1
強度設計工学演習 1 1
生産加工学 2 2
切削加工学 2 2
精密加工学 2 2
基礎材料工学 2 2
機械材料工学 2 2
塑性工学 2 2
生産加工学演習 1 1
塑性・材料工学演習 1 1
基礎熱力学 2 2
応用熱力学 2 2
伝熱工学 2 2
基礎流体工学 2 2
流体機械 2 2
流体力学 2 2
熱工学演習 1 1
流体工学演習 1 1
機械力学 2 2
機構学 2 2
ロボット工学 2 2
制御工学第１ 2 2
制御工学第２ 2 2
メカトロニクス 2 2
機械力学演習 1 1
制御工学演習 1 1
計測工学 2 2
基礎センサ工学 2 2
センサ工学 2 2
数値解析 2 2
シミュレーション工学 2 2
計測工学演習 1 1
ソフトウェア工学演習 1 1
機械安全工学 1 1
図形情報演習 1 1
製図とＣＡＤ 2 2
機械工学実験第１ 2 2
機械工学実験第２ 2 2
機械工作実習 2 2
機械工学輪読 2 2
機械工学特論
卒業論文 10 10

専門教育科目名

開
設
単
位
数

単位数
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

自
由
科
目

卒業要件 要件外

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ（Ｂ） 2

 4
線形代数Ⅰ（Ａ） 2
基礎物理学（Ａ） 2
基礎化学（Ｄ） 2
基礎生物学（Ａ） 2
実践英語コミュニケーション 2  2工業英語 2
データサイエンスⅠ 2 ※　
データサイエンスⅡ 2 ※ 2
知的財産 1 1

共
通
専
門
科
目

創造工学特別実習１ 1 1
創造工学特別実習２ 1 1
創造工学特別実習３ 1 1
創造工学特別研究 1 1
社会中核人材育成学 2 2
リーダー育成実践学１ 1 1
リーダー育成実践学２ 1 1
リーダー育成実践学３ 1 1
インターンシップＡ 1 1
インターンシップＢ 2 2
工学概論／電気電子 2 2
工学概論／情報 2 2
工学概論／機械 2 2
工学概論／化学・生物 2 2
職業指導 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

創造工学入門ゼミナール／機械 2 2
プログラミング基礎／機械 2 ※　
プログラミング応用Ｂ 2 ※　
工業数学Ａ 2 2
工業数学Ｂ 2 2
力学 2 2
応用物理学 2 2

　機械工学コース
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専門教育科目名

開
設
単
位
数

単位数
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

自
由
科
目

卒業要件 要件外

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

創造ものづくり／生命 1 1
工学倫理／生命 1 1
無機化学Ⅱ 2 2
有機化学Ⅱ 2 2
創薬科学 2 2
基礎生理学 2 2
基礎免疫学 2 2
生命情報工学 2 2
タンパク質工学 2 2
細胞生物学 2 2
細胞工学 2 2
遺伝子工学 2 2
細胞代謝学Ⅰ 2 2
細胞代謝学Ⅱ 2 2
生体計測工学 2 2
生体医工学Ⅰ 2 2
生体医工学Ⅱ 2 2
生物化学工学 2 2
バイオインダストリー 2 2
データ解析概論 2 2
システム工学 2 2
有機機器分析 2 2
バイオインフォマティクス 2 2
電気・電子工学概論 2 2
生命工学実験Ⅰ 2 2  
生命工学実験Ⅱ 2 2  
生命工学実験Ⅲ 2 2  
生命工学実験Ⅳ 2 2  
生命工学輪読 2 2  
基礎技術実習 1 1
薬理学Ⅰ 2 2
薬理学Ⅱ 2 2
生物物理化学 2 2
生命工学特論  
卒業論文 10 10  

専門教育科目名

開
設
単
位
数

単位数
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

自
由
科
目

卒業要件 要件外

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ（Ａ） 2

 4
線形代数Ⅰ（Ａ） 2
基礎物理学（Ｂ） 2
基礎化学（Ｅ） 2
基礎生物学（Ｂ） 2
実践英語コミュニケーション 2  2工業英語 2
データサイエンスⅠ 2 ※　
データサイエンスⅡ 2 ※ 2
知的財産 1 1

共
通
専
門
科
目

創造工学特別実習１ 1 1
創造工学特別実習２ 1 1
創造工学特別実習３ 1 1
創造工学特別研究 1 1
社会中核人材育成学 2 2
リーダー育成実践学１ 1 1
リーダー育成実践学２ 1 1
リーダー育成実践学３ 1 1
インターンシップＡ 1 1
インターンシップＢ 2 2
工学概論／電気電子 2 2
工学概論／情報 2 2
工学概論／機械 2 2
工学概論／化学・生物 2 2
職業指導 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

創造工学入門ゼミナール／生命 2 2
プログラミング基礎／生命 2 ※　
プログラミング応用Ｂ 2 ※　
応用数学　 2 2
基礎電磁気学 2 2
生命無機化学Ⅰ 2 2
生命有機化学Ⅰ 2 2
生命分析化学 2 2
生命物理化学Ⅰ 2 2
生命物理化学Ⅱ 2 2
生化学Ⅰ 2 2
生化学Ⅱ 2 2
専門基礎ゼミナール 2 2  
工学基礎実験 1 1

備考
　１　生命工学特論の単位数は必要に応じて定める。 
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。 
　（１）教養教育科目 
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位以上 
　（２）専門教育科目 
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上 
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。 
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない。 
　　　・生命工学特論「数学入門」，「物理」，「化学」，「英語 e-learning」 
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」） 

　生命工学コース
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専門教育科目名

開
設
単
位
数

単位数
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

自
由
科
目

卒業要件 要件外

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

創造ものづくり／応用化学 2 2
工学倫理／応用化学 1 1
応用数学 2 2
物理化学Ⅱ 2 2
有機化学Ⅱ 2 2
分析化学Ⅱ 2 2
生化学Ⅱ 2 2
機器分析 2 2
高分子化学Ⅰ 2 2
高分子物性化学 2 2
有機化学Ⅲ 2 2
有機工業化学 2 2
無機分子工学 2 2
基礎化学工学 2 2
反応工学 2 2
量子化学 2 2
有機化学Ⅳ 2 2
応用化学実験 8 8  
分子構造解析 2 2
環境保全化学 2 2
分子構造解析演習 2 2
環境分析化学演習 2 2
無機化学演習 2 2
工業有機化学演習 2 2
工業物理化学演習 2 2
生化学Ⅲ 2 2
エネルギー化学 2 2
高分子化学Ⅱ 2 2
有機化学Ⅴ 2 2
触媒化学 2 2
有機材料工学 2 2
無機材料化学 2 2
生命分子工学 2 2
界面材料工学 2 2
分子固体物性工学 2 2
薬品製造化学 2 2
応用化学輪読 2 2  
応用化学特論  
卒業論文 10 10

専門教育科目名

開
設
単
位
数

単位数
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

自
由
科
目

卒業要件 要件外

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ（Ａ） 2

 4
線形代数Ⅰ（Ａ） 2
基礎物理学（Ｂ） 2
基礎化学（Ｅ） 2
基礎生物学（Ａ） 2
実践英語コミュニケーション 2  2工業英語 2
データサイエンスⅠ 2 ※　
データサイエンスⅡ 2 ※ 2
知的財産 1 1

共
通
専
門
科
目

創造工学特別実習１ 1 1
創造工学特別実習２ 1 1
創造工学特別実習３ 1 1
創造工学特別研究 1 1
社会中核人材育成学 2 2
リーダー育成実践学１ 1 1
リーダー育成実践学２ 1 1
リーダー育成実践学３ 1 1
インターンシップＡ 1 1
インターンシップＢ 2 2
工学概論／電気電子 2 2
工学概論／情報 2 2
工学概論／機械 2 2
工学概論／化学・生物 2 2
職業指導 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

創造工学入門ゼミナール／応用化学 2 2
プログラミング基礎／応用化学 2 ※　
プログラミング応用Ｂ 2 ※　
微分積分演習 1 1
力学・波動 2 2
微分積分Ⅱ 2 2
基礎電磁気学 2 2
有機化学Ⅰ 2 2
無機化学 2 2
物理化学Ⅰ 2 2
分析化学Ⅰ 2 2
生化学Ⅰ 2 2
専門基礎ゼミナール 2 2
工学基礎実験 1 1  

備考
　１　応用化学特論の単位数は必要に応じて定める。
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。
　（１）教養教育科目
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位以上
　（２）専門教育科目
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない。
　　　・応用化学特論「数学入門」，「物理」，「化学」，「英語 e-learning」
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）

　応用化学コース
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富山大学における CAP 制及び GPA について

　平成 28 年度から，CAP 制及び GPA（Grade Point Average）を導入する。

（１）CAP 制

　CAP 制とは，履修登録に上限を設ける制度であり，単位の実質化の観点から個々の授業における授業

外学修の時間を確保することで学修内容を深く身につけやすくすることを目的とするものである。また，

それにより，過剰な履修登録を防ぎ，各年次でバランスのとれた履修計画を実現することを目指すもの

である。

　工学部学生が履修科目として登録することができる単位数の上限は，次のとおり内規において定める。

（２）GPA

　GPA とは，履修科目の成績の平均値のことである。授業科目の成績判定は，秀，優，良，可，不可等

があり，各評価は，グレード・ポイントの数値で示される。（秀→４，優→３，良→２，可→１，不可→０）。

　学修の状況や成果を示す指標として，学期 GPA，学年 GPA 及び累積 GPA があり，各学年の成績通

知に学年 GPA と累積 GPA を記載する。

　学期 GPA，学年 GPA 及び累積 GPA の計算式は，以下のとおり。（算出された数値に小数第３位以下

がある場合は小数第３位の値を四捨五入する。）

（当該学期の履修登録科目の単位数×当該科目の GP）の総和
学期 GPA ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

当該学期の総履修登録単位数

（当該学年の履修登録科目の単位数×当該科目の GP）の総和
学年 GPA ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

当該学年の総履修登録単位数

（在学全期間の履修登録科目の単位数×当該科目の GP）の総和
累積 GPA ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

在学全期間の総履修登録単位数
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富山大学工学部における履修登録単位数の上限に関する内規

　（趣旨）

第１条　この内規は，国立大学法人富山大学学則第５５条の２の規定に基づき，富山大学工学部において学

生が１年間又は１学期に履修科目として登録することができる単位数の上限（以下「上限単位数」という。）

に関し，必要な事項を定める。

　（対象科目）

第２条　上限単位数の対象となる授業科目は，卒業要件に算入できる全ての授業科目とする。ただし，次の

各号の授業科目は上限単位数の対象としない。

（１）再履修科目

（２）集中形式で実施される授業科目

（３）他大学との単位互換協定に基づく科目

（４）共通専門科目

　（上限単位数）

第３条　学生が１年間又は１学期に履修科目として登録できる上限単位数及び所定の単位を優れた成績を

もって修得した学生（以下「成績優秀者」という。）の上限単位数は，別表のとおりとする。

　（上限単位数の特例）

第４条　次の各号に掲げる者については，前条に定める上限を超えて履修科目の登録を認めることができる。

（１）編入学（転学部等を含む。）による者

（２）その他，やむを得ない事情があると教務委員会が認めた者

　（雑則）

第５条　この内規に定めるもののほか，履修登録単位の上限に関し必要な事項は教務委員会が定める。

　　附　則

　この内規は，平成２８年４月１日から施行し，平成２８年度入学者から適用する。

　　附　則

１．この内規は，平成３０年４月１日から施行し，平成３０年度入学者から適用する。

２．平成２９年度以前の入学者は，なお従前の例による。
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別 表

　コース別上限単位数

コース 上限単位数 成績優秀者の
上限単位数

成績優秀者の条件

取得単位数 ＧＰＡ

電 気 電 子 工 学 コ ー ス

５２／年間 ５６／年間
前年度

４０単位
以上

2.0 以上

知 能 情 報 工 学 コ ー ス 2.6 以上

機 械 工 学 コ ー ス 2.6 以上

生 命 工 学 コ ー ス 2.6 以上

応 用 化 学 コ ー ス 2.0 以上
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5 －１　電気電子工学コース

５．コ ー ス 課 程 表
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５－１－１　履修上の注意事項

１．電気電子工学特論の単位は必要に応じて定める。
２．必修科目（F 群）は，開講年次順に修得しなければならない。

　ただし，転学部等により本コース２年次に転入した場合は１年次と２年次の必修科目を同時に履修する
ことができる。

【２年次進級要件】
　特に定めない。

【３年次進級要件】
　３年次進級に必要な修得単位数は次の条件を満たすこと。
　共通基礎科目・コース基礎科目 24 単位以上（ただし，A 群６単位以上，B 群２単位以上，C 群４単位以上，
D 群 12 単位以上），必修科目（F 群）７単位。

【４年次進級要件】
　４年次進級に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 108 単位以上であること。

（1）教養教育科目
　富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位。

（2）専門教育科目（共通基礎科目，共通専門科目，コース基礎科目，コース専門科目；A ～ H 群）
　共通基礎科目・コース基礎科目 38 単位以上（ただし，A 群 10 単位以上，B 群４単位以上，C 群６単
位以上，D 群 16 単位以上，G 群２単位以上），コース専門科目は必修科目（F 群）15 単位および選択
科目（E 群）17 単位以上を満たし，共通専門科目を含め合計 75 単位以上。

（3）自由選択科目
　０～ 10 単位。

【卒業要件】
　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。

（1）教養教育科目
　富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位。

（2）専門教育科目（共通基礎科目，共通専門科目，コース基礎科目，コース専門科目；A ～ H 群）
　共通基礎科目・コース基礎科目 38 単位以上（ただし，A 群 10 単位以上，B 群４単位以上，C 群６単
位以上，D 群 16 単位以上，G 群２単位以上），コース専門科目は必修科目（F 群）26 単位および選択
科目（E 群）22 単位以上を満たし，共通専門科目を含め合計 91 単位以上。

（3）自由選択科目
　０ ～ 10 単位。

３．自由科目及び電気電子工学特論のうち，「数学入門」，「物理」，「化学」，「英語 e-learning」の単位は進
級および卒業に必要な修得単位数に含めない（卒業要件外）。

４．「インターンシップ A（１単位）」と「インターンシップ B（２単位）」はどちらか一方しか修得できない。

＊「自由選択科目」について
　次の科目から修得した単位は，10 単位まで４年次進級および卒業に必要な修得単位数に含めることができる。

（1）富山大学教養教育履修規則に定める自由選択科目
（2）他コースのコース基礎科目，コース専門科目および他学部の専門科目・専門基礎科目
　　（ただし，教職に関する科目は除く）。
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５－１－２　電気電子工学コース　課程表

専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数 単
位
数

群 卒業
要件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前 後 前 後 前 後 前 後

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ（Ａ） 金、喜久田 選必

　4

2 2 Ａ

16
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

91
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

線形代数Ⅰ（Ｂ） 本田 選必 2 2
基礎物理学（Ａ） 喜久田 選必 2 2 Ｃ基礎化学（Ｃ） 鈴木 選必 2 2
基礎生物学（Ａ） 迫野 選必 2 2 Ｈ
実践英語コミュニケーション グレイ（非） 選必 　2 2 2 Ｇ工業英語 未定（非） 選必 2 2
データサイエンスⅠ 村山 選必 ※ 2 2 ＨデータサイエンスⅡ 高 選必 ※  2 2 2
知的財産 未定（非） 必修 1 1 Ｆ

共
通
専
門
科
目

創造工学特別実習１ 川口 選択 3 1

Ｅ創造工学特別実習２ 川口 選択 3 1
創造工学特別実習３ 川口 選択 3 1
創造工学特別研究 小熊 選択 3 1
社会中核人材育成学 小熊 選択 2 2

Ｈ

リーダー育成実践学１ 磯部 選択 3 1
リーダー育成実践学２ 磯部 選択 3 1
リーダー育成実践学３ 磯部 選択 3 1
インターンシップＡ 教務委員長 選択 3 1
インターンシップＢ 教務委員長 選択 6 2
工学概論／電気電子 大路、中 自由 2 2

卒
業
要
件
外

工学概論／情報
長谷川、高松、
参沢、田端、稲
積

自由 2 2

工学概論／機械
木田、小熊、会
田（非）、平澤、
川口、木村、神代、
笹木、瀬田

自由 2 2

工学概論／化学・生物
黒澤、伊野部、
中路、宮崎、堀野、
米山、岩永、劉

自由 2 2

職業指導 松井（非） 自由 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

創造工学入門ゼミナール／電気電子 コース全教員 必修 2 2 Ｆ
プログラミング基礎／電気電子 戸田 選必 ※ 2 2 Ｂプログラミング応用Ａ 戸田 選必 ※ 2 2
微分積分Ⅱ 喜久田、金 選択 2 2

Ａ電気数学１ 前澤 選択 2 2
電気数学２ 藤井 選択 2 2
電気数学３ 小出 選択 2 2
計算機工学 鈴木 選択 2 2 Ｂ
熱・波動 喜久田 選択 2 2 Ｃ量子力学 前澤 選択 2 2
電磁気学１ 中 選択 2 2

Ｄ

電磁気学演習１ 森、森本 選択 2 1
電磁気学２ 大橋（非） 選択 2 2
電磁気学演習２ 伊藤、本田 選択 2 1
電気回路基礎 小川 選択 2 2
電気回路１ 飴井 選択 2 2
電気回路演習１ 金、清田 選択 2 1
電気回路２ 安藤 選択 2 2
電気回路演習２ 莅戸、田原 選択 2 1
アナログ電子回路１ 中島 選択 2 2
アナログ電子回路２ 中島 選択 2 2
ディジタル電子回路 戸田 選択 2 2
電子回路演習 中島 選択 2 1



電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

－ 22 － － 23 －

専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数 単
位
数

群 卒業
要件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前 後 前 後 前 後 前 後

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

創造ものづくり／電気電子 コース全教員 必修 2 1 Ｆ

91
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

工学倫理／電気電子 未定（非） 必修 1 1
電気エネルギー工学１ 田中 選択 2 2

Ｅ

電気エネルギー工学２ 伊藤 選択 2 2
送配電工学１ 田中 選択 2 2
送配電工学２ 田中 選択 2 2
高電圧プラズマ工学 伊藤 選択 2 2
電気機器工学１ 大路 選択 2 2
電気機器工学２ 大路 選択 2 2
パワーエレクトロニクス 飴井 選択 2 2
電気電子設計 大路 選択 2 2
法規及び管理 未定（非） 選択 1 1
電磁波工学 藤井 選択 2 2
音響工学 安藤 選択 2 2
通信方式 安藤 選択 2 2
通信システム 小川 選択 2 2
電波・電気通信法規 未定（非） 選択 1 1
信号処理工学 莅戸 選択 2 2
電気電子計測工学 小川 選択 2 2
センサ工学 鈴木 選択 2 2
システム制御工学１ 未定 選択 2 2
システム制御工学２ 未定 選択 2 2
電子物性工学Ⅰ 森 選択 2 2
電子物性工学Ⅱ 中 選択 2 2
半導体デバイス１ 前澤 選択 2 2
半導体デバイス２ 岡田 選択 2 2
半導体デバイス演習 岡田 選択 2 1
集積回路工学 岡田 選択 2 2
光工学 中 選択 2 2
安全・開発管理工学 オムニバス（非）必修 2 2

Ｆ自由課題製作実験 コース全教員 必修 2 1
電気電子実験１ コース全教員 必修 12 4
電気電子実験２ コース全教員 必修 12 4
電気電子工学特論 Ｅ
卒業論文 コース全教員 必修 10 Ｆ

備考
　１　電気電子工学特論の単位数は必要に応じて定める。 
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。 
　（１）教養教育科目 
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位以上 
　（２）専門教育科目 
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上 
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。 
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない（卒業要件外）。 
　　　・ 電気電子工学特論「数学入門」，「物理」，「化学」，「英語 e-learning」 
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」） 
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履修上の注意事項・付録　（開講科目群別一覧）※記載されている科目は課程表と同じです。

専門教育科目名 担当教員
開講年次及び毎週授業時間数 単

位
数

群１年次 ２年次 ３年次 ４年次
前 後 前 後 前 後 前 後

専
門
教
育
科
目

微分積分Ⅰ（Ａ） 金、喜久田 2 2

Ａ群

微分積分Ⅱ 喜久田、金 2 2
線形代数Ⅰ（Ｂ） 本田 2 2
電気数学１ 前澤 2 2
電気数学２ 藤井 2 2
電気数学３ 小出 2 2
計算機工学 鈴木 2 2

Ｂ群プログラミング基礎／電気電子 戸田 2 2
プログラミング応用Ａ 戸田 2 2
基礎物理学（Ａ） 喜久田 2 2

Ｃ群基礎化学（Ｃ） 鈴木 2 2
熱・波動 喜久田 2 2
量子力学 前澤 2 2
電気回路基礎 小川 2 2

Ｄ群

電気回路１ 飴井 2 2
電気回路演習１ 金、清田 2 1
電気回路２ 安藤 2 2
電気回路演習２ 莅戸、田原 2 1
電磁気学１ 中 2 2
電磁気学演習１ 森、森本 2 1
電磁気学２ 大橋（非） 2 2
電磁気学演習２ 伊藤、本田 2 1
アナログ電子回路１ 中島 2 2
アナログ電子回路２ 中島 2 2
ディジタル電子回路 戸田 2 2
電子回路演習 中島 2 1
電気エネルギー工学１ 田中 2 2

Ｅ群

電気エネルギー工学２ 伊藤 2 2
送配電工学１ 田中 2 2
送配電工学２ 田中 2 2
高電圧プラズマ工学 伊藤 2 2
電気機器工学１ 大路 2 2
電気機器工学２ 大路 2 2
パワーエレクトロニクス 飴井 2 2
電気電子設計 大路 2 2
法規及び管理 未定（非） 1 1
電磁波工学 藤井 2 2
音響工学 安藤 2 2
通信方式 安藤 2 2
通信システム 小川 2 2
電波・電気通信法規 未定（非） 1 1
信号処理工学 莅戸 2 2
電気電子計測工学 小川 2 2
センサ工学 鈴木 2 2
システム制御工学１ 未定 2 2
システム制御工学２ 未定 2 2
電子物性工学Ⅰ 森 2 2
電子物性工学Ⅱ 中 2 2
半導体デバイス１ 前澤 2 2
半導体デバイス２ 岡田 2 2
半導体デバイス演習 岡田 2 1
集積回路工学 岡田 2 2
光工学 中 2 2
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専門教育科目名 担当教員
開講年次及び毎週授業時間数 単

位
数

群１年次 ２年次 ３年次 ４年次
前 後 前 後 前 後 前 後

専
門
教
育
科
目

創造工学特別実習１ 川口 3 1

Ｅ群
創造工学特別実習２ 川口 3 1
創造工学特別実習３ 川口 3 1
創造工学特別研究 小熊 3 1
電気電子工学特論
創造工学入門ゼミナール／電気電子 コース全教員 2 2

Ｆ群

自由課題製作実験 コース全教員 2 1
電気電子実験１ コース全教員 12 4
電気電子実験２ コース全教員 12 4
知的財産 未定（非） 1 1
工学倫理／電気電子 未定（非） 1 1
安全・開発管理工学 オムニバス（非） 2 2
創造ものづくり／電気電子 コース全教員 2 1
卒業論文 コース全教員 10
実践英語コミュニケーション グレイ（非） 2 2 Ｇ群工業英語 未定（非） 2 2
基礎生物学（Ａ） 迫野 2 2

Ｈ群

データサイエンスⅠ 村山 2 2
データサイエンスⅡ 高 2 2
社会中核人材育成学 小熊 2 2
リーダー育成実践学１ 磯部 3 1
リーダー育成実践学２ 磯部 3 1
リーダー育成実践学３ 磯部 3 1
インターンシップＡ 教務委員長 3 1
インターンシップＢ 教務委員長 6 2
工学概論／電気電子 大路、中 2 2

※卒業
要件外
自由
科目

工学概論／情報 長谷川、高松、参沢、
田端、稲積 2 2

工学概論／機械
木田、小熊、会田（非）、
平澤、川口、木村、
神代、笹木、瀬田

2 2

工学概論／化学・生物
黒澤、伊野部、中路、
宮崎、堀野、米山、
岩永、劉

2 2

職業指導 松井（非） 2 2

備考
　１　電気電子工学特論の単位数は必要に応じて定める。
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。
　（１）教養教育科目
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位以上
　（２）専門教育科目
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない（卒業要件外）。
　　　・電気電子工学特論「数学入門」，「物理」，「化学」，「英語 e-learning」
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）
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5 －２　知能情報工学コース
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５－２－１　履修上の注意事項

【２年次進級要件】

特に定めない。

【３年次進級要件】

特に定めない。

【４年次進級要件】

４年次進級要件は次の３条件を満たすことである。

（1）富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位が修得されていること。

（2）専門教育科目が次の要件を満たす 80 単位以上修得されていること。

　共通基礎科目およびコース基礎科目の全必修科目（３単位），選択必修科目の要件を満たす８単位

以上，コース基礎科目の選択科目から８単位以上，合計 22 単位以上。

　コース専門科目の３年次までの全必修科目（14 単位），選択科目から 44 単位以上，合計 58 単位以上。

（3）総修得単位数が 113 単位以上であること。

【卒業要件】

卒業要件は次の３条件を満たすことである。

（1）富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位が修得されていること。

（2）４年次に開講される必修科目を修得していること。

（3）総修得単位数が 124 単位以上であること。
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５－２－２　知能情報工学コース　課程表

専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数単
位
数

群 卒業
要件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前 後 前 後 前 後 前 後

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ（Ａ） 角畠 選必

　4

2 2

16
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

91
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

線形代数Ⅰ（Ａ） 佐藤 選必 2 2
基礎物理学（Ａ） 喜久田、保田 選必 2 2
基礎化学（Ｃ） 鈴木 選必 2 2
基礎生物学（Ａ） 迫野 選必 2 2
実践英語コミュニケーション グレイ（非） 選必 　2 2 2
工業英語 玉木 選必 2 2
データサイエンスⅠ 村山 選必 ※ 2 2
データサイエンスⅡ 高 選必 ※ 2 2 2
知的財産 未定（非） 必修 1 1

共
通
専
門
科
目

創造工学特別実習１ 川口 選択 3 1
創造工学特別実習２ 川口 選択 3 1
創造工学特別実習３ 川口 選択 3 1
創造工学特別研究 小熊 選択 3 1
社会中核人材育成学 小熊 選択 2 2
リーダー育成実践学１ 磯部 選択 3 1
リーダー育成実践学２ 磯部 選択 3 1
リーダー育成実践学３ 磯部 選択 3 1
インターンシップＡ 教務委員長 選択 3 1
インターンシップＢ 教務委員長 選択 6 2
工学概論／電気電子 大路、中 自由 2 2

卒
業
要
件
外

工学概論／情報
長谷川英、高松、
参沢、田端、稲
積

自由 2 2

工学概論／機械
木田、小熊、会
田（非）、平澤、
川口、木村、神代、
笹木、瀬田

自由 2 2

工学概論／化学・生物
黒澤、伊野部、
中路、宮崎、堀野、
米山、岩永、劉

自由 2 2

職業指導 松井（非） 自由 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

創造工学入門ゼミナール／知能情報 コース全教員 必修 2 2
プログラミング基礎／知能情報 高松 選必 ※ 2 2
プログラミング応用Ｂ 酒井 選必 ※ 2 2
微分積分Ⅱ 角畠 選択 2 2
線形代数Ⅱ 佐藤 選択 2 2
線形代数演習 玉木 選択 2 2
離散数学 菊島 選択 2 2
フーリエ解析 長谷川英 選択 2 2

コ
ー
ス
専
門
科
目

創造ものづくり／知能情報 コース全教員 必修 2 4 2
工学倫理／知能情報 田島（非） 必修 1 1
情報倫理 沖野（非） 選択 2 2
計算機アーキテクチャ 唐 選択 2 2
ソフトウェア工学 春木（非） 選択 2 2
データベース論 稲積 選択 2 2
情報理論 玉木 選択 2 2
アルゴリズムとデータ構造 高 選択 2 2
オブジェクト指向 長谷川英 選択 2 2
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専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数単
位
数

群 卒業
要件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前 後 前 後 前 後 前 後

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

知的システム 未定 選択 2 2

91
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

情報ネットワーク 菊島 選択 2 2
情報セキュリティ 村山 選択 2 2
マルチメディア工学 唐 選択 2 2
回路理論 田端 選択 2 2
論理情報回路 唐 選択 2 2
電子回路Ⅰ 田端 選択 2 2
電子回路Ⅱ 長谷川英 選択 2 2
数値解析 春木（非） 選択 2 2
デジタル信号処理 広林 選択 2 2
音情報学 広林 選択 2 2
画像処理工学 堀田（非） 選択 2 2
組込みシステム 広林 選択 2 2
通信システム 菊島 選択 2 2
人工知能 参沢 選択 2 2
生体情報処理 高松 選択 2 2
ヒューマンコンピュータインタラクション 柴田（非） 選択 2 2
自然言語処理 参沢 選択 2 2
パターン認識 長谷川英 選択 2 2
ロボット工学 稲積 選択 2 2
機械学習 参沢 選択 2 2
ブレインコンピューティング 田端 選択 2 2
知能情報工学実験Ａ 高他 必修 6 2
知能情報工学実験Ｂ 高松他 必修 6 2
知能情報工学実験Ｃ 参沢他 必修 6 2
知能情報工学研修第１ コース全教員 必修 1 1
知能情報工学研修第２ コース全教員 必修 1 1
プログラミング実習Ａ 長谷川昌他 必修 4 2
プログラミング実習Ｂ 長岡他 必修 6 2
知能情報工学特論
卒業論文 コース全教員 必修 10

備考
　１　知能情報工学特論の単位数は必要に応じて定める。
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。
　（１）教養教育科目
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位以上
　（２）専門教育科目
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない（卒業要件外）。
　　　・知能情報工学特論「数学入門」，「物理」，「化学」，「英語 e-learning」
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）
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5 － 3　機械工学コース
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５－３－１　履修上の注意事項

【２年次進級要件】

　特に定めない。

[ なお，教養教育科目，専門教育科目合わせて 40 単位以上の修得が望ましい。]

【３年次進級要件】

　教養教育科目，専門教育科目，自由選択科目を合わせて 60 単位以上を修得していなければならない。

　ただし，これらの単位には次の項に示す単位が含まれていなければならない。

（1） 富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位のうち，

　人文科学系と社会科学系を合わせて 10 単位以上，総合科目計２単位以上

（2） 富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位のうち，外国語系，保健体育系，情報処理系を

合わせて６単位以上

（3） 専門教育科目「微分積分Ⅰ（B）」「線形代数Ⅰ（A）」「基礎物理学（A）」「基礎化学（D）」「基礎生物学（A）」

の５科目の中から４単位以上

（4） 共通基礎科目，共通専門科目，コース基礎科目の中から 16 単位以上

（5） 「プログラミング基礎／機械」「プログラミング応用 B」「データサイエンスＩ」「データサイエンスⅡ」

の４科目の中から２単位以上

（6） 「図形情報演習」１単位，「製図と CAD」２単位，「機械工作実習」２単位，「機械工学実験第１」２

単位

[ なお，この基準は最低条件であり，教養教育科目，専門教育科目，自由選択科目を合わせて 80 単位

以上の修得が望ましい。]

※　３年次へ移行できなかった者であっても「創造ものづくり」「機械工学実験第２」を除いた３年次

に開講される科目の履修を認める。

【４年次進級要件】

　教養教育科目，専門教育科目，自由選択科目を合わせて 104 単位以上を修得していなければならない。

　ただし，これらの単位には次の項に示す単位が含まれていなければならない。

（1） 富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位

（2） 「実践英語コミュニケーション」「工業英語」の２科目の中から２単位以上

（3） 【A 群】から【J 群】の各群から２単位，および【演習群】に定められた 10 単位の計 30 単位

（4） 「知的財産」１単位，「工学倫理」１単位，「創造ものづくり」２単位，「機械工学実験第２」２単位

[ なお，この基準は最低条件であり，教養教育科目，専門教育科目，自由選択科目を合わせて 112 単

位以上の修得が望ましい。]

※　転コース・転学部学生および３年次編入生に関しては，４年次進級要件のうち（3）の適用を除外する。
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【卒業要件】

（1） 卒業に必要な修得単位数（「工学概論」，「職業指導」，「英語 e-learning」の単位は除く）は，教養教

育科目 23 単位，専門教育科目 91 単位以上，自由選択科目 10 単位以内の合計 124 単位である。ただし，

これらの単位には，次の各項に示す単位が含まれていなければならない。

1）教養教育科目

　富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位。

　詳細は「平成 30 年度教養教育ガイド」を参照してください。

2）専門教育科目

・「微分積分Ⅰ（B）」「線形代数Ⅰ（A）」「基礎物理学（A）」「基礎化学（D）」「基礎生物学（A）」の

５科目の中から４単位以上

・共通基礎科目，共通専門科目，コース基礎科目の中から 16 単位以上

・「プログラミング基礎／機械」「プログラミング応用 B」「データサイエンスⅠ」「データサイエンス

Ⅱ」の４科目の中から２単位以上

・「実践英語コミュニケーション」「工業英語」の２科目の中から２単位以上

・【A 群】から【J 群】の各群から２単位および【演習群】に定められた 10 単位の計 30 単位

（2）前項の自由選択科目は，教養教育科目で 23 単位を超えて修得した単位ならびに他コースおよび他学

部の専門科目・専門教育科目から修得した単位である。自由選択科目は合わせて 10 単位までを卒業の

要件単位数に加えることができる。
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５－３－２　機械工学コース　課程表

専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数単
位
数

群 卒業
要件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前 後 前 後 前 後 前 後

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ（Ｂ） 松島 選必

　4

2 2

16
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

91
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

線形代数Ⅰ（Ａ） 瀬田 選必 2 2
基礎物理学（Ａ） 保田 選必 2 2
基礎化学（Ｄ） 手崎 選必 2 2
基礎生物学（Ａ） 迫野 選必 2 2
実践英語コミュニケーション グレイ（非） 選必 　2 2 2
工業英語 グレイ（非） 選必 2 2
データサイエンスⅠ 村山 選必 ※ 2 2
データサイエンスⅡ 高 選必 ※ 2 2 2
知的財産 未定 必修 1 1

共
通
専
門
科
目

創造工学特別実習１ 川口 選択 3 1
創造工学特別実習２ 川口 選択 3 1
創造工学特別実習３ 川口 選択 3 1
創造工学特別研究 小熊 選択 3 1
社会中核人材育成学 小熊 選択 2 2
リーダー育成実践学１ 磯部 選択 3 1
リーダー育成実践学２ 磯部 選択 3 1
リーダー育成実践学３ 磯部 選択 3 1
インターンシップＡ 教務委員長 選択 3 1
インターンシップＢ 教務委員長 選択 6 2
工学概論／電気電子 大路、中 自由 2 2

卒
業
要
件
外

工学概論／情報
長谷川、高松、
参沢、田端、
稲積

自由 2 2

工学概論／機械

木田、小熊、
会田（非）、平
澤、川口、木
村、神代、笹木、
瀬田

自由 2 2

工学概論／化学・生物
黒澤、伊野部、
中路、宮崎、
堀野、米山、
岩永、劉

自由 2 2

職業指導 松井（非） 自由 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

創造工学入門ゼミナール／機械 コース全教員 必修 2 2
プログラミング基礎／機械 ゾロツキヒナ 選必 ※ 2 2
プログラミング応用Ｂ 酒井 選必 ※ 2 2
工業数学Ａ 瀬田 選択 2 2
工業数学Ｂ 松島 選択 2 2
力学 関本 選択 2 2
応用物理学 作井（非） 選択 2 2

コ
ー
ス
専
門
科
目

創造ものづくり／機械
笠場、太田、加
瀬、会田（非）、
高野、増田

必修 3 3 2

工学倫理／機械
木村、手崎、神
代、木田、会田

（非）、渡邊
必修 1 1

材料力学第１ 木田 選択 2 2
Ａ材料力学第２ 木田 選択 2 2

構造力学 増田 選択 2 2
強度設計工学 笠場 選択 2 2

Ｂ要素設計学第１ 小熊 選択 2 2
要素設計学第２ 小熊 選択 2 2
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専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数単
位
数

群 卒業
要件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前 後 前 後 前 後 前 後

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

材料力学演習 増田、溝部 必修 2 1 演
習

91
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

強度設計工学演習 小熊、笠場 必修 2 1
生産加工学 高辻 選択 2 2

Ｃ切削加工学 高野 選択 2 2
精密加工学 岩井（非） 選択 2 2
基礎材料工学 会田（非） 選択 2 2

Ｄ機械材料工学 会田（非） 選択 2 2
塑性工学 高辻 選択 2 2
生産加工学演習 高野 必修 2 1 演

習塑性・材料工学演習 高辻、会田（非）必修 2 1
基礎熱力学 手崎 選択 2 2

Ｅ応用熱力学 手崎 選択 2 2
伝熱工学 平澤 選択 2 2
基礎流体工学 川口 選択 2 2

Ｆ流体機械 渡邊 選択 2 2
流体力学 川口 選択 2 2
熱工学演習 平澤、小坂 必修 2 1 演

習流体工学演習 川口、渡邊 必修 2 1
機械力学 木村 選択 2 2

Ｇ機構学 関本 選択 2 2
ロボット工学 関本 選択 2 2
制御工学第１ 保田 選択 2 2

Ｈ制御工学第２ 神代 選択 2 2
メカトロニクス 神代 選択 2 2
機械力学演習 木村 必修 2 1 演

習制御工学演習 保田、太田 必修 2 1
計測工学 寺林 選択 2 2

Ｉ基礎センサ工学 笹木 選択 2 2
センサ工学 笹木 選択 2 2
数値解析 瀬田 選択 2 2 Ｊ
シミュレーション工学 ゾロツキヒナ 選択 2 2
計測工学演習 寺林 必修 2 1 演

習ソフトウェア工学演習 松島、ゾロツ
キヒナ 必修 2 1

機械安全工学 山下（非）、高橋
（非）※隔週 選択 2 1

図形情報演習 笹木、寺林、
ゾロツキヒナ 必修 2 1

製図とＣＡＤ 木村、小坂 必修 6 2
機械工学実験第１ コース全教員 必修 6 2
機械工学実験第２ コース全教員 必修 6 2
機械工作実習 コース全教員 必修 6 2
機械工学輪読 コース全教員 必修 2 2
機械工学特論
卒業論文 コース全教員 必修 10

備考
　１　機械工学特論の単位数は必要に応じて定める。 
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。 
　（１）教養教育科目 
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位以上 
　（２）専門教育科目 
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上 
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。 
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない（卒業要件外）。 
　　　・機械工学特論「数学入門」，「物理」，「化学」，「英語 e-learning」 
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」） 
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5 － 4　生命工学コース
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５－４－１　履修上の注意事項

　卒業に必要な修得単位数は，教養教育科目 23 単位，専門教育科目 91 単位以上，自由選択科目 10 単位以

内の合計 124 単位である。

　教養教育科目とは，富山大学教養教育履修規則に定める科目である。

　専門教育科目とは，共通基礎科目，共通専門科目，コース基礎科目，コース専門科目である。

進級要件（詳細は「進級要件内規」を参照）

【２年次進級要件】

　特に定めない。

【３年次進級要件】

・修得単位数：75 単位以上を修得

・教養教育科目：富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位以上を修得

・１年次開講の「専門基礎ゼミナール」２単位，「創造工学入門ゼミナール」２単位を修得

・２年次までに開講する共通基礎科目（理系基盤）10 単位以上を修得

・２年次までに開講する生命工学コース基礎科目 18 単位以上を修得

・２年次に開講する生命工学コース専門科目 18 単位以上を修得

・「工学基礎実験」，「プログラミング基礎／生命」，「基礎技術実習」を修得

【４年次進級要件】

・修得単位数：110 単位以上を修得

・教養教育科目：富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位以上を修得

・３年次までに開講する共通基礎科目（理系基盤），生命工学コース基礎科目，生命工学コース専門科目

から，合計 80 単位以上を修得

・「知的財産」１単位，「生命工学実験Ⅰ－Ⅳ 」計 ８ 単位，「創造ものづくり」１単位（必修）を修得

・各選択必修科目（「微分積分Ⅰ（A）」「線形代数Ⅰ（A）」「基礎物理学（B）」「基礎化学（E）」「基礎生

物学（B）」の５科目の中から４単位以上，「実践英語コミュニケーション」「工業英語」の２科目の中

から２単位以上，「プログラミング基礎／生命」「プログラミング応用 B」「データサイエンスⅠ」「デー

タサイエンスⅡ」の４科目の中から２単位以上）の必要単位数以上を修得

【卒業要件】

・総単位数：124 単位以上を修得

・教養教育科目：富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位を修得

・専門教育科目：91 単位以上（卒業論文 10 単位，生命工学輪読２単位を含む）を修得

・自由選択単位：10 単位までを認定
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５－４－２　生命工学コース　課程表

専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数単
位
数

群 卒業
要件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前 後 前 後 前 後 前 後

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ（Ａ） 川原・伊野部 選必

　4

2 2

16
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

91
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

線形代数Ⅰ（Ａ） 黒岡・須加 選必 2 2
基礎物理学（Ｂ） 石田（非） 選必 2 2
基礎化学（Ｅ） 星野（非） 選必 2 2
基礎生物学（Ｂ） 磯部 選必 2 2
実践英語コミュニケーション グレイ（非） 選必

　2
（2）（2） 2

工業英語 黒澤 選必 2 2
データサイエンスⅠ 村山 選必 ※ 2 2
データサイエンスⅡ 高 選必 ※ 2 2 2
知的財産 未定（非） 必修 1 1

共
通
専
門
科
目

創造工学特別実習１ 川口 選択 3 1
創造工学特別実習２ 川口 選択 3 1
創造工学特別実習３ 川口 選択 3 1
創造工学特別研究 小熊 選択 3 1
社会中核人材育成学 小熊 選択 2 2
リーダー育成実践学１ 磯部 選択 3 1
リーダー育成実践学２ 磯部 選択 3 1
リーダー育成実践学３ 磯部 選択 3 1
インターンシップＡ 教務委員長 選択 3 1
インターンシップＢ 教務委員長 選択 6 2
工学概論／電気電子 大路、中 自由 2 2

卒
業
要
件
外

工学概論／情報
長谷川、高松、
参沢、田端、
稲積

自由 2 2

工学概論／機械

木田、小熊、
会田（非）、平
澤、川口、木
村、神代、笹木、
瀬田

自由 2 2

工学概論／化学・生物
黒澤、伊野部、
中路、宮崎、
堀野、米山、
岩永、劉

自由 2 2

職業指導 松井（非） 自由 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

創造工学入門ゼミナール／生命 コース全教員 必修 2 2
プログラミング基礎／生命 コース全教員 選必 ※ 2 2
プログラミング応用Ｂ 酒井 選必 ※ 2 2
応用数学　 黒岡 選択 2 2
基礎電磁気学 川原 選択 2 2
生命無機化学Ⅰ 篠原 選択 2 2
生命有機化学Ⅰ 豊岡 選択 2 2
生命分析化学 黒澤 選択 2 2
生命物理化学Ⅰ 伊野部 選択 2 2
生命物理化学Ⅱ 伊野部 選択 2 2
生化学Ⅰ 黒澤 選択 2 2
生化学Ⅱ 佐山 選択 2 2
専門基礎ゼミナール コース全教員 必修 2 2
工学基礎実験 コース全教員 必修 2 1
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専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数単
位
数

群 卒業
要件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前 後 前 後 前 後 前 後

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

創造ものづくり／生命 コース全教員 必修 1 1

91
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

工学倫理／生命 コース全教員 必修 1 1
無機化学Ⅱ 篠原 選択 2 2
有機化学Ⅱ 豊岡 選択 2 2
創薬科学 豊岡 選択 2 2
基礎生理学 中村 選択 2 2
基礎免疫学 磯部 選択 2 2
生命情報工学 磯部 選択 2 2
タンパク質工学 黒澤 選択 2 2
細胞生物学 篠原 選択 2 2
細胞工学 篠原 選択 2 2
遺伝子工学 髙﨑 選択 2 2
細胞代謝学Ⅰ 佐山 選択 2 2
細胞代謝学Ⅱ 佐山 選択 2 2
生体計測工学 川原 選択 2 2
生体医工学Ⅰ 中村 選択 2 2
生体医工学Ⅱ 中村 選択 2 2
生物化学工学 岩永 選択 2 2
バイオインダストリー 星野（非） 選択 2 2
データ解析概論 黒岡 選択 2 2
システム工学 黒岡 選択 2 2
有機機器分析 豊岡 選択 2 2
バイオインフォマティクス 広川（非） 選択 2 2
電気・電子工学概論 須加 選択 2 2
生命工学実験Ⅰ コース全教員 必修 6 2
生命工学実験Ⅱ コース全教員 必修 6 2
生命工学実験Ⅲ コース全教員 必修 6 2
生命工学実験Ⅳ コース全教員 必修 6 2
生命工学輪読 コース全教員 必修 4 2
基礎技術実習 コース全教員 必修 1 1
薬理学Ⅰ 髙﨑 選択 2 2
薬理学Ⅱ 髙﨑 選択 2 2
生物物理化学 伊野部 選択 2 2
生命工学特論
卒業論文 コース全教員 必修 10

備考
　１　生命工学特論の単位数は必要に応じて定める。
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。
　（１）教養教育科目
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位以上
　（２）専門教育科目
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない（卒業要件外）。
　　　・生命工学特論「数学入門」，「物理」，「化学」，「英語 e-learning」
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）
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5 －５　応用化学コース
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５－５－１　履修上の注意事項

【２年次進級要件】

　２年次進級のための要件は，特に定めない。

　ただし，富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位および専門教育科目 29 単位，合わせて

52 単位以上の修得が望ましい。

【３年次進級要件】

　３年次進級のためには，２年次後学期終了時までに開講される授業科目のうち 84 単位を修得していな

ければならない。

　ただし，教養教育科目は，富山大学教養教育履修規則に定める教養教育として修得しなければならない

必修科目および選択科目 23 単位（詳細は「平成 30 年度教養教育ガイド」参照）を満たすことが必要である。

また，専門教育科目の「共通基礎科目／コース基礎科目」を 24 単位（表１に示す必修および選択必修科

目を含むこと）および２年次までに開講される専門教育科目のコース専門科目 24 単位を修得していなけ

ればならない。

表１．2 年次後学期終了時までに開講される必修・選択必修科目

履修形態 科目名 単位数 注意事項
必修科目 創造工学入門ゼミナール／応用化学 2
必修科目 工学基礎実験 1

選択必修科目

微分積分Ⅰ（A） 2

この 5 科目のうち，2 科目 4 単
位以上を修得すること

線形代数 I （A） 2
基礎物理学（B） 2
基礎生物学（A） 2
基礎化学 （E） 2

選択必修科目

プログラミング基礎／応用化学 2

この 4 科目のうち，1 科目 2 単
位を修得すること

データサイエンス I 2
データサイエンスⅡ 2
プログラミング応用 B 2

【４年次進級要件】

　４年次進級のためには，3 年次後学期終了時までに開講される授業科目のうち 110 単位を修得しなけれ

ばならない。

　ただし，専門教育科目（共通基礎科目／コース基礎科目および共通専門科目／コース専門科目）87 単

位以上および３年次に開講されるコース専門科目 28 単位以上（表２に示す必修および選択必修科目を含

むこと）の修得を満たさなければならない。
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表２．３年次後学期までに開講される必修・選択必修科目

履修形態 科目名 単位数 注意事項
必修科目 応用化学実験 8
必修科目 知的財産 1
必修科目 工学倫理／応用化学 1

選択必修科目
実践英語コミュニケーション 2 この 2 科目のうち，1 科目 2 単

位以上を修得すること工業英語 2

【卒業要件】

１．卒業に必要な修得単位数は，124 単位である。

　ただし，教養教育科目は，富山大学教養教育履修規則に定める教養教育として修得しなければならない

必修科目および選択科目 23 単位（詳細は「平成 30 年度教養教育ガイド」参照）を満たすことが必要である。

　また，専門教育科目は，91 単位（必修および選択必修科目（「5 － 5 － 2 課程表」参照）を全て含むこと）

を修得していなければならない。

　ただし，自由選択単位 10 単位を卒業に必要な 124 単位に含めることができる。

（1） 前項の自由選択単位とは，教養教育科目で 23 単位を超えて修得した単位ならびに他コースおよび他

学部の専門科目・専門教育科目から修得した単位のことを指す。

（2） 教職に関する単位は，卒業に必要な修得単位には含めない。

２． ４年次に開講される必修科目は表 3 に示すとおりである。

表 3．4 年次に開講される必修科目

履修形態 科目名 単位数 注意事項
必修科目 卒業論文 10
必修科目 応用化学輪読 2
必修科目 創造ものづくり／応用化学 2

【その他】

１．担当教員，開講時期，授業科目内容などについては変更もある。

２．授業科目の成績は，秀，優，良，可および不可の評語をもって表し，秀，優，良および可を合格とす

る。評語の区分は 100 点を満点とした場合，次の通りである。

秀：90 点以上，優：80 点以上 90 点未満，良：70 点以上 80 点未満，可：60 点以上 70 点未満，不可：

60 点未満
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５－５－２　応用化学コース　課程表

専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数単
位
数

群 卒業
要件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前 後 前 後 前 後 前 後

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ（Ａ） 菅野 選必

　4

2 2

16
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

91
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

線形代数Ⅰ（Ａ） 石山 選必 2 2
基礎物理学（Ｂ） 源明 選必 2 2
基礎化学（Ｅ） 星野（非） 選必 2 2
基礎生物学（Ａ） 迫野 選必 2 2
実践英語コミュニケーション グレイ（非） 選必

　2
（2）（2） 2

工業英語 コース全教員 選必 2 2
データサイエンスⅠ 村山 選必 ※ 2 2
データサイエンスⅡ 高 選必 ※ 2 2 2
知的財産 未定 必修 1 1

共
通
専
門
科
目

創造工学特別実習１ 川口 選択 3 1
創造工学特別実習２ 川口 選択 3 1
創造工学特別実習３ 川口 選択 3 1
創造工学特別研究 小熊 選択 3 1
社会中核人材育成学 小熊 選択 2 2
リーダー育成実践学１ 磯部 選択 3 1
リーダー育成実践学２ 磯部 選択 3 1
リーダー育成実践学３ 磯部 選択 3 1
インターンシップＡ 教務委員長 選択 3 1
インターンシップＢ 教務委員長 選択 6 2
工学概論／電気電子 大路、中 自由 2 2

卒
業
要
件
外

工学概論／情報
長谷川、高松、
参沢、田端、
稲積

自由 2 2

工学概論／機械

木田、小熊、
会田（非）、平
澤、川口、木
村、神代、笹木、
瀬田

自由 2 2

工学概論／化学・生物
黒澤、伊野部、
中路、宮﨑、
堀野、米山、
岩永、劉

自由 2 2

職業指導 松井（非） 自由 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

創造工学入門ゼミナール／応用化学 コース全教員 必修 2 2
プログラミング基礎／応用化学 コース全教員 選必 ※ 2 2
プログラミング応用Ｂ 酒井 選必 ※ 2 2
微分積分演習 菅野 選択 1 1
力学・波動 大橋（非） 選択 2 2
微分積分Ⅱ 菅野 選択 2 2
基礎電磁気学 川原 選択 2 2
有機化学Ⅰ 阿部 選択 2 2
無機化学 會澤 選択 2 2
物理化学Ⅰ 石山 選択 2 2
分析化学Ⅰ 加賀谷 選択 2 2
生化学Ⅰ 中路 選択 2 2
専門基礎ゼミナール コース全教員 選択 2 2
工学基礎実験 コース全教員 必修 3 1
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専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数単
位
数

群 卒業
要件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前 後 前 後 前 後 前 後

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

創造ものづくり／応用化学 コース全教員 必修 4 2

91
単
位
以
上　

※
卒
業
要
件
外
科
目
（
自
由
科
目
等
）
の
単
位
を
除
く

工学倫理／応用化学 未定 必修 2 1
応用数学 宮﨑 選択 2 2
物理化学Ⅱ 伊藤 選択 2 2
有機化学Ⅱ 阿部 選択 2 2
分析化学Ⅱ 遠田 選択 2 2
生化学Ⅱ 迫野 選択 2 2
機器分析 遠田 選択 2 2
高分子化学Ⅰ 中路 選択 2 2
高分子物性化学 伊藤 選択 2 2
有機化学Ⅲ 阿部 選択 2 2
有機工業化学 米山 選択 2 2
無機分子工学 會澤 選択 2 2
基礎化学工学 劉 選択 2 2
反応工学 椿 選択 2 2
量子化学 石山 選択 2 2
有機化学Ⅳ 堀野 選択 2 2
応用化学実験 コース全教員 必修 24 8
分子構造解析 遠田 選択 2 2
環境保全化学 加賀谷 選択 2 2
分子構造解析演習 遠田 選択 2 2
環境分析化学演習 加賀谷 選択 2 2
無機化学演習 宮﨑 選択 2 2
工業有機化学演習 堀野 選択 2 2
工業物理化学演習 源明 選択 2 2
生化学Ⅲ 中路 選択 2 2
エネルギー化学 椿 選択 2 2
高分子化学Ⅱ 源明 選択 2 2
有機化学Ⅴ 堀野 選択 2 2
触媒化学 椿 選択 2 2
有機材料工学 米山 選択 2 2
無機材料化学 會澤 選択 2 2
生命分子工学 迫野 選択 2 2
界面材料工学 伊藤 選択 2 2
分子固体物性工学 宮﨑 選択 2 2
薬品製造化学 阿部 選択 2 2
応用化学輪読 コース全教員 必修 4 2
応用化学特論
卒業論文 コース全教員 必修 10

備考
　１　応用化学特論の単位数は必要に応じて定める。
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。
　（１）教養教育科目
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位以上
　（２）専門教育科目
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない（卒業要件外）。
　　　・応用化学特論「数学入門」，「物理」，「化学」，「英語 e-learning」
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）



－ 44 －

6．学生生活のための留意事項

（イ）　履修に関すること

　科目の履修にあたって肝要なことは，コース課程表，授業時間割表によって学習計画をたてることで

ある。また，コースによっては特別の定めがあるので注意しなければならない。なお，授業時間割表は

毎学期各自に配付される。

　成績は，ヘルン・システム（学務情報システム）から９月又は３月に各自で確認することができる。

試験及び成績評価は工学部規則第 12 条のとおりである。

（ロ）　諸証明書の発行について

　証明書には，在学証明書，学業成績証明書，卒業見込証明書，通学証明書及び JR 学割証等があるが，

在学証明書，学業成績証明書，卒業見込証明書，健康診断証明書，JR 学割証（年間交付枚数 20 枚）は，

証明書自動発行機（総合教育研究棟（工学系）１階廊下及び学生会館１階廊下に設置）で交付する。通

学証明書等は，理工系学務課で交付するが，期限に遅れないように留意し早めに申込むこと。

（ハ）　教員免許状及びその他の資格取得について

　高等学校教諭１種免許状（工業）の取得を希望する場合は，「７．教育職員免許状の取得について」

を参照のこと。

　その他，コースによって電気主任技術者（要単位，要実務），陸上無線技術士（要単位，「無線工学の基礎」

の免除，「第一級陸上特殊無線技士」，「第二級海上特殊無線技士」「第三級海上特殊無線技士」，ボイラー

技士（要単位），エネルギー管理士（要短期研修，実務），危険物取扱者（要単位）等の資格，受験資格

又は予備試験免除の特典が得られる。※別途，コースからの指示に従うこと。
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７．教育職員免許状の取得について
（平成３０年度の入学者に適用）

１．工学部で取得可能な免許状の種類

・工学科

　高等学校教諭１種免許状（工業）
（学則第７５条第２項別表第３）

２．教育職員免許状取得のための基礎資格，最低修得単位数

　教育職員免許状を取得するための基礎資格及び最低修得単位数は次のとおり定められている。

第　　１　　欄 第　　２　　欄 第　　　３　　　欄

所要資格

免許状の種類
基 礎 資 格

大学において修得することを必要とする
最低単位数

教科に関する
科目

教職に関する
科目

教科又は教職
に関する科目

高等学校教諭
１種免許状 学士の学位を有すること ２０ ２３ １６

専修免許状 修士の学位を有すること ２０ ２３ ４０

備考　４　この表の規定により幼稚園，小学校，中学校若しくは高等学校の教諭の専修免許状若しくは１種免
許状又は幼稚園，小学校若しくは中学校の教諭の２種免許状の授与を受けようとする者については，
特に必要なものとして文部科学省令で定める科目の単位を大学又は文部科学大臣の指定する教員養成
機関において修得していることを要するものとする｡

　　　７　専修免許状に係る第３欄に定める科目の単位数のうち，その単位数からそれぞれの１種免許状に係
る同欄に定める科目の各単位数をそれぞれ差し引いた単位数については，大学院の課程又は大学の専
攻科の課程において修得するものとする。

（教育職員免許法第５条別表第１）

富山大学工学部

　教育職員免許法，同法施行規則，学則第７５条及び工学部規則第２０条に基づき，工学部で教育職員免

許状を取得するために修得すべき授業科目について，次のように定める。

（関係法令：教育職員免許法及び同法施行規則）　　　　
（学内規則等：学則第７５条及び工学部規則第２０条）　



－ 46 －

３．教育職員免許状を取得するために修得すべき授業科目

（１）教科に関する科目の単位修得方法

・高等学校教諭

　高等学校教諭の普通免許状の授与を受ける場合の教科に関する科目の単位の修得方法は，第１欄

に掲げる免許教科の種類に応じ，第２欄に掲げる科目について，専修免許状又は１種免許状の授与

を受ける場合にあってはそれぞれ１単位以上２０単位を修得する必要がある。

第　１　欄   　第　　２　　欄 最低修得
単位数

最低修得
単位数合計免　許　教　科 教科に関する科目

工　　業
　工業の関係科目 １

２０
　職業指導 １

（教育職員免許法施行規則第５条）

（２）工学部での教科に関する科目の単位修得方法（工学部開講科目）

　法律等に定められた教科に関する科目の単位の修得方法に基づき，本学部では免許法施行規則に

定める科目区分に対応する授業科目を開設している（開設授業科目は（６）を参照）ので，教科に

関する科目についてはこれにより各科目を修得していく必要がある｡
（教育職員免許法施行規則第４条及び第５条）

（３）教職に関する科目の単位修得方法

　免許法施行規則に定める教職に関する科目の単位の修得方法は，下記のとおり，それぞれの免許

に応じて修得することが必要な科目，単位数が定められている。

第
１
欄

教職に関する科目  各科目に含めることが必要な事項
高等学校教諭

１種
免許状

専修
免許状

最
低
修
得
単
位
数

第
２
欄

教職の意義等に
関する科目

教職の意義及び教員の役割

２ ２教員の職務内容（研修，服務及び身分保障等
を含む。）
進路選択に資する各種の機会の提供等

第
３
欄

教育の基礎理論に
関する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

６ ６
幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の
過程（障害のある幼児，児童及び生徒の心身
の発達及び学習の過程を含む。）
教育に関する社会的，制度的又は経営的事項

第
４
欄

教育課程及び指導
法に関する科目

教育課程の意義及び編成の方法

６ ６
各教科の指導法
特別活動の指導法
教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活
用を含む。）

生徒指導，教育相
談及び進路指導等
に関する科目

生徒指導の理論及び方法

４ ４教育相談（カウンセリングに関する基礎的な
知識を含む。）の理論及び方法
進路指導の理論及び方法
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最
低
修
得
単
位
数

第
５
欄

教育実習 ３ ３

第
６
欄

教職実践演習
教科に関する科目及び教職に関する科目の履
修状況を踏まえ、教員として必要な知識技能
の修得を確認する

2 2

　備考　９　教育実習の単位数には，教育実習に係る事前及び事後の指導の１単位を含むものとする｡
（教育職員免許法施行規則第６条）

　これは，法律等に定められた最低修得単位数であり，この法律等に基づき各大学で定められた教職

に関する科目を修得しなければならない。

（４）本学での教職に関する科目の開講授業科目及び単位修得方法

　法律等に定められた教職に関する科目の単位修得方法に基づき，本学では下記のとおり，人間発達

科学部で開設している授業科目を修得しなければならない。

第
１
欄

教職に関する
科目

各科目に含めることが
必要な事項 対応する開設授業科目

高等
学校
教諭

開講学期（予定）
備考２年 ３年

前 後 前 後

最
低
修
得
単
位
数

第
２
欄

教職の意義等
に関する科目

・教職の意義及び教員
の役割

・教員の職務内容（研
修，服務及び身分保
障等を含む。）

・進路選択に資する各
種の機会の提供等

教職と教育 ２ ２

第
３
欄

教育の基礎理
論に関する科
目

教育の理念並びに教育
に関する歴史及び思想 教育の思想と歴史 ２ ２

幼児，児童及び生徒の
心身の発達及び学習の
過程（障害のある幼児，
児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程を
含む。）

教育心理学 ２ ２

教育に関する社会的，
制度的又は経営的事項 学校の制度と経営 ２ ２

第
４
欄

教育課程及び
指導法に関す
る科目

教育課程の意義及び編
成の方法 教育課程論 １ １

各教科の指導法
工業科教育法Ⅰ ２ ２
工業科教育法Ⅱ ２ ２

特別活動の指導法 特別活動論 １ １
教育の方法及び技術

（情報機器及び教材の
活用を含む。）

教育の方法と技術 ２ ２

生徒指導，教
育相談及び進
路指導等に関
する科目

・生徒指導の理論及び
方法

・教育相談（カウンセ
リ ン グ に 関 す る 基
礎的な知識を含む。）
の理論及び方法

・進路指導の理論及び
方法

生徒指導論 ２ ２

教育相談 ２ ２
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最
低
修
得
単
位
数

第
５
欄

教育実習
中等教育実習

（事前及び事後の指導
１単位を含む。）

３ ４年対象

第
６
欄

教職実践演習 教職実践演習 ２ ４年対象

（注意事項）・上記の表の授業科目は，卒業要件単位にならないので注意すること。
　　　　　・「開講学期」は変更になる場合があるので，学生掲示に注意すること。

（５）教育職員免許法第５条別表第１備考第４号に規定する文部科学省令（教育職員免許法施行規則第

６６条の６）で定める科目

　教科に関する科目，教職に関する科目に加えて，次の科目を修得しなければならない。本学では，

これらの科目を教養教育科目として開設している。

免許法施行規則に定める
科目及び単位数 左記に対応する教育職員免許状取得のための開設授業科目及び単位

授業科目
単
位
数

授業科目名
単位数

備考必
修
選
択

日本国憲法 ２ 日本国憲法※１ ２

体　　　育 ２ 健康・スポーツ／実技 ※１
健康・スポーツ／講義 ※１

１
１

外国語コミュニケー
ション ２

英語コミュニケーションⅠ－Ａ
英語コミュニケーションⅡ－Ａ
ドイツ語コミュニケーションⅠ
ドイツ語コミュニケーションⅡ
フランス語コミュニケーションⅠ
フランス語コミュニケーションⅡ
ロシア語コミュニケーションⅠ
ロシア語コミュニケーションⅡ
中国語コミュニケーションⅠ
中国語コミュニケーションⅡ
朝鮮語コミュニケーションⅠ
朝鮮語コミュニケーションⅡ
日本語コミュニケーションⅠ
日本語コミュニケーションⅡ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

　　　　　　　　　

※２

外国人留学生限定
外国人留学生限定

情報機器の操作 ２ 情報処理－Ａ ２

　　※１　卒業要件としては ｢選択科目｣ であるが，教育職員免許状の取得においては ｢必修科目｣ であり，特に
注意すること。

　　※２　教育職員免許状の取得においては，これら１４科目から２科目選択必修とする。



－ 49 －

（６）教科に関する開設授業科目

・工学科（高等学校教諭）

免許法施行規則に定める
免許教科及び科目 左記に対応する教育職員免許状取得のための開設授業科目及び単位

第 １ 欄 第 ２ 欄
対応する開設授業科目 必

修
選
択 備　考

免許教科 教科に関する科目

工 業 工業の関係科目
工学概論／電気電子
工学概論／情報 
工学概論／機械 
工学概論／化学・生物
工学概論／土木・建築
工学概論／金属

２
２
２
２
２
２

創造工学特別実習１
創造工学特別実習２
創造工学特別実習３
電磁気学１
電磁気学２
電気回路基礎
電気回路１
電気回路２
アナログ電子回路１
アナログ電子回路２
ディジタル電子回路
電気機器工学１
電気機器工学２
パワーエレクトロニクス
通信方式
電気電子計測工学
データベース論
オブジェクト指向
電子回路Ⅰ
電子回路Ⅱ
人工知能
生体情報処理
ヒューマンコンピュータインタラクション
自然言語処理
パターン認識
ロボット工学
機械学習
ブレインコンピューティング
材料力学第１
要素設計学第１
要素設計学第２
基礎材料工学
機械材料工学
伝熱工学
基礎流体工学
流体力学
機械力学
メカトロニクス
基礎センサ工学
センサ工学
数値解析

１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

これら 3 科目より
2 科目 2 単位選択
必修

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※ ※を付した 63 科目

より 2 科目 4 単位
選択必修

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
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基礎電磁気学
生命無機化学Ⅰ
生命有機化学Ⅰ
生命分析化学
生命物理化学Ⅰ
生命物理化学Ⅱ
生命情報工学
タンパク質工学
生体計測工学
生体医工学Ⅰ
生物化学工学
システム工学
無機化学
高分子化学Ⅰ
有機工業化学
基礎化学工学
環境保全化学
環境分析化学演習
工業有機化学演習
工業物理化学演習
エネルギー化学
高分子化学Ⅱ
有機材料工学
界面材料工学
分子固体物性工学

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※ ※を付した 63 科目

より 2 科目 4 単位
選択必修

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※

職業指導 職業指導 ２

　教育職員免許状の取得における必修科目，選択必修科目及び選択科目は，工学部規則第５条に定める卒業要件とは
異なるため特に注意すること。
　上記の表の太字下線は都市デザイン学部において開設する授業科目であり，本学部学生が履修しようとするときは，
手続きが必要となるため，理工系学務課に相談すること。
　「工学概論／電気電子」「工学概論／情報」「工学概論／機械」「工学概論／化学・生物」「工学概論／土木・建築」「工
学概論／金属」「職業指導」は，卒業要件単位とならないので注意すること。

４．教育実習の履修について

　教育実習は，４年生前期で履修する｡

　なお，教育実習を履修できる者は，次の各号にすべて該当するものとする｡

（１）教育実習に係る「事前指導」を履修した者

（２）教職に関する科目（教育実習及び教職実践演習を除く。）を原則全科目すでに修得した者

５．教職実践演習について

　１年次１～２月頃に，この科目に必要な「履修カルテ」等の説明会を実施する予定である。

６. 履修上の注意事項

　教職に関する必要事項・連絡事項は，学生掲示により通知するので，見落としのないように注意する

こと。
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【総合教育研究棟（工学系）】

8．総合教育研究棟（工学系）講義室等配置図
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